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　中
国
人
と
城
下
町

海
が
育
ん
だ
鹿
児
島
の
歴
史

松ま
つ

尾お

　千ち

歳と
し

尚
古
集
成
館 

副
館
長

は
、近
く
に
中
国
人
医
師
・
許き

ょ

三さ
ん

官が
ん

の
屋
敷

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
書
か
れ
て
い
る
。

■ 

鹿
児
島
の
ま
ち
づ
く
り
と
中
国
人

鹿
児
島
県
立
図
書
館
に「
鹿
児
島
城

下
町
割
図
」と
い
う
絵
図
が
あ
る
。寛
文
十

（
一
六
七
〇
）年
ご
ろ
の
も
の
で
、鹿
児
島

城
下
を
描
い
た
も
の
と
し
て
は
も
っ
と
も

古
い
。

こ
の
絵
図
に
描
か
れ
て
い
る
海
岸
線
は
、

現
在
の
市
役
所
前
の
電
車
通
り
辺
り
。電

車
通
り
の
東
側（
左
地
図
の
下
側
）は
海
で

あ
っ
た
。甲
突
川
は
南
林
寺（
現
・
松
原
神

社
）辺
り
で
海
に
注
い
で
い
る
。現
在
の
清

滝
川
は
当
時
の
甲
突
川
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

鹿
児
島
城
下
の
埋
め
立
て
は
、正
保
年
間

（
一
六
四
四
～
一
六
四
八
）に
は
じ
ま
っ
た

と
い
う
。十
七
世
紀
末
に
は
今
の
金
生
町
・

小
川
町
辺
り
ま
で
埋
め
立
て
が
進
ん
だ
。

■ 

中
国
人
の
占
い
で
築
か
れ
た
鶴
丸
城

天
保
十
四（
一
八
四
三
）年
薩
摩
藩
が
編

さ
ん
し
た『
三さ

ん

国ご
く

名め
い

勝し
ょ
う

図ず

会え

』に
、「
公（
第

18
代
当
主
島
津
家
久
）、あ
ら
か
じ
め
投と

う

下か

（
家
臣
）の
明
人
江こ

う

夏か

友ゆ
う

賢け
ん

に
命
じ
て
、こ
の

地
を
卜ぼ

く（
占
い
）せ
ら
る
。友
賢
占
し
て
曰

く
、是こ

れ

四し

神し
ん

相そ
う

応お
う

の
地
に
し
て
大
吉
な
り
」

と
、鶴
丸
城
は
中
国
人
の
江
夏
友
賢（
黄こ

う

友ゆ
う

賢け
ん

）の
占
い
に
基
づ
い
て
築
か
れ
た
と
書
か

れ
て
い
る
。

江
夏
友
賢
は
、中
国
福
建
省
の
出
身
と

い
わ
れ
、医
学
・
兵
法
・
儒
学
・
風
水
な
ど
に

通
じ
て
い
た
た
め
島
津
義
弘（
家
久
の
父
）

に
重
用
さ
れ
た
。義
弘
が
隠い

ん

棲そ
く

し
た
加
治

木
町（
現
姶
良
市
）麓
の
町
並
み
も
彼
の
占

い
で
築
か
れ
て
い
る
。

■ 

ボ
サ
ド

鶴
丸
城
だ
け
で
は
な
い
。『
三
国
名
勝

図
会
』に
は
、
今
も
地
名
と
し
て
残
っ
て

い
る「
菩
薩
堂
通（
ボ
サ
ド
）」は
、寛
永
七

（
一
六
三
〇
）年
、中
国
人
の
黄
一
官
な
ど

が
航
海
の
女
神
・
媽ま

祖そ

（
天て

ん

妃ぴ

・
観
音
菩
薩

と
も
）を
祀ま

つ

る
た
め
に
建
て
た
菩ぼ

薩さ
つ

堂ど
う

が

そ
の
名
の
起
こ
り
だ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
中
頃
、菩
薩
堂
は
火
災
に
遭
い
、

納
め
ら
れ
て
い
た
媽
祖
像
は
当
時
祇
園
之

洲
に
あ
っ
た
永
福
寺
に
移
さ
れ
た
が
、こ
の

永
福
寺
も
、寛
永
十
四（
一
六
三
七
）年
、黄

一
官
・
高
一
覧
・
陳
友
官
が
創
建
し
た
も
の

で
、こ
の
寺
に
も
別
の
媽
祖
像
が
祀
ら
れ
て

い
た
と
い
う
。

さ
ら
に
、清
滝
川
に
は
一
官
橋
・
二
官
橋
・

三
官
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
た
が
、『
薩
摩
医

学
史
』に
よ
る
と
い
ず
れ
も
鹿
児
島
に
住
ん

で
い
た
中
国
人
・
沈ち

ん

一い
っ

貫か
ん

に
ち
な
む
も
の
だ

と
い
う
。ま
た
、『
島
津
国
史
』に
は
、三
官
橋

甲
突
川
が
い
つ
付
け
替
え
ら
れ
た
か
定
か

で
は
な
い
が
、『
三
国
名
勝
図
会
』で
は
、清

滝
川
が
甲
突
川
の
跡
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

と
曖あ

い

昧ま
い

な
記
述
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
み

る
と
、付
け
替
え
工
事
は
編
さ
ん
時
よ
り

百
年
以
上
前
、十
八
世
紀
初
頭
以
前
に
お

こ
な
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

十
七
世
紀
中
頃
か
ら
十
八
世
紀
初
頭
に

か
け
て
大
規
模
な
土
木
事
業
が
急
増
し
た

背
景
に
、中
国
の
、「
明
」の
時
代
か
ら「
清
」

の
時
代
へ
の
交
代（
一
六
四
四
年
、明
国
滅

亡
）が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

笠か
さ

沙さ

（
現
・
南
さ
つ
ま
市
）の
林
家
に
は
、先

祖
は
鄭て

い

し之
龍り

ゅ
う

と
と
も
に
清
に
抵
抗
し
た

武
将
で
、薩
摩
に
逃
れ
干
拓
の
技
術
で
島

津
家
に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
伝

承
が
あ
る
。三
万
四
千
石
も
の
増
高
を
生

み
出
し
た
と
い
う
大
隅
の
串
良
開
田
事
業

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

昭
和
58
年
鹿
児
島
大
学
卒
。同
年
、尚

古
集
成
館
に
入
館
し
、学
芸
係
長
・
文

化
財
課
長
を
経
て
、平
成
18
年
か
ら
副

館
長
。島
津
家
や
薩
摩
藩
の
歴
史
・
文

化
を
研
究
。福
岡
県
出
身
。
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（
一
六
五
八
～
一
六
八
一
）を
指
揮
し
た
汾か

わ

陽み
な
み

光み
つ

東と
う

は
、島
津
義
久
・
義
弘
に
仕
え
た
中

国
人
医
師
汾か

わ

陽み
な
み

理り

心し
ん（
郭か

く

国こ
く

安あ
ん

）の
子
孫
で

あ
る
。汾
陽
理
心
・
光
東
の
墓
は
鹿
児
島
市

冷
水
町
の
興
国
寺
墓
地
に
あ
る
。

「
明
」「
清
」の
交
代
に
よ
る
戦
乱
を
避

け
、鹿
児
島
に
逃
れ
て
き
た
中
国
人
た
ち

が
、鹿
児
島
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い

た
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

鹿児島城下町割図（鹿児島県立図書館蔵）
寛文10（1670）年頃の鹿児島城下の様子を絵図にしたもの。
図の中央が鶴丸城。左側の青い線は甲突川。右側の青い線は稲荷川。

長崎市内にある「崇
そう

福
ふく

寺」
寛永６（1629）年、長崎で貿易に従事していた福
建省出身の中国人たちが建てた寺。
鹿児島城下にあった、「菩薩堂」や「永福寺」は、
この「崇福寺」のような中国寺だったと思われる。

整備された清滝川通りの「二官橋」跡にあるモニュメント
清滝川の上には、平成23年2月、鹿児島市が散策などを楽しめる親水空
間・歩行者空間を整備した。


